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目的・趣旨  

宿主侵入時の初期段階において、原虫は複数の表在タンパク質を使って宿主

細胞の標的因子に結合することが知られている。この表在タンパク質と宿主細

胞因子の相互作用に関する理解が深まれば、原虫の宿主侵入を抑制する薬剤等

の開発につながる可能性がある。本研究は、トキソプラズマ原虫の宿主細胞へ

の侵入初期において重要な表在タンパク質に着目し、それらが宿主細胞因子に

結合するための作用機序を構造生物学的アプローチにより解明することを目

的とする。  

研究経過の  
概要  

昨年度にトキソプラズマ原虫の表在タンパク質と宿主細胞因子が相互作用

することが見出されたため、X 線結晶構造解析に向けて、両者の複合体を調製

し、タンパク質結晶化を進めた。また、複合体の構造を安定化させるために、

新たな相互作用因子に着目して解析し、複合体の重合度を均一化することに成

功した。さらに、複合体タンパク質から結晶形成の分子間接触を妨げるような

非構造形成領域をプロテアーゼ処理により削除する工夫をし、トキソプラズマ

原虫の宿主細胞認識におけるタンパク質複合体の構造解析を進展させた。  

研究成果の  
発表  
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